
 

 

DX（ディエックス）＝デジタルトランスフォーメーションの略  

企業がデジタル技術を活用して業務プロセスの改善だけでなく、ビジネスモデル 

そのものを変革する取り組み 

社会福祉法人 箕面市社会福祉協議会 

令和７年度(2025 年度)事業計画 

 

令和６年度は、30 年ぶりに全国の社協の活動指針である社会福祉協議会基本要項の見直

しが検討されるなど、大きく変化する社会環境のなか社協が果たすべき役割を改めて問い

直す年となりました。 

そうしたなか、箕面においては、地域コミュニティの基盤である自治会の役割を考える

シンポジウムの開催や誰にも居場所、役割がある孤立させない地域づくりの取り組みとし

て、生活相談窓口とささえあいステーション職員のペア制を強化し、社会的に孤立状態に

ある人も参加できる地域の居場所や就労体験の場の開拓を行いました。 

組織面においては、社会情勢の急激な変化に対応できる組織づくり、経営体制の強化に

向け中期経営計画の策定に取り組みました。 

令和７年度は、引き続き総合相談から社会参加支援、地域づくりまでの一体的な展開を

強化すると共に、策定した中期経営計画に基づき、大きな課題となっている人材確保及び

育成、業務の効率化や DX 化の推進に取り組みます。 

また、理事・評議員の改選年度でもあり、福祉の協議会として幅広い団体の参画による

運営を図ります。 

 

 

 

 

 

 

■ 重点的な取り組み 

１．地域福祉活動計画の着実な推進 

(1)みんながつながり支えあう地域づくり 

①ご近所で気にかけ合う関係づくり 

小学校区よりも小さいエリア（隣近所、自治会等）において、住民同士のつなが

りづくりや地域の課題を共有するためのネットワーク会議の開催を推進する。 

 

②地域における交流の場づくり 

様々な課題や事情を抱えた本人やその家族の悩みを受け止めながら、誰もが安心

して集い、過ごすことができる「居場所づくり」を推進する。 

例）認知症カフェの運営及び開設支援、子ども食堂ネットワークへの企画協力、 

  ひきこもりの人の社会参加の場としての農園活動 など 

 



 

 

③災害ボランティアセンター運営の体制づくり 

箕面災害支援ネットワーク会議の企画・開催及び災害ボランティアセンター設置

訓練を実施する。 

 

(2)福祉課題の発見の仕組みと相談体制の整備 

①支援につながる相談窓口づくり 

・「顔の見える総合相談・支援事業」の事業検証 

地域の身近な相談窓口としてのステーションの機能や地区担当職員の役割等

について、関係機関（地区福祉会、民児協など）とともに整理を進める。 

・コロナ特例貸付の償還対象者へのフォローアップ 

    滞納者などへの状況把握の取り組みの継続 

 

②多機関協働によるマネジメント機能の構築 

重層的支援体制整備事業における事業間連携の推進として、生活相談窓口及びさ

さえあいステーション職員による、社会的孤立を抱える住民への総合相談から社会

参加支援、地域づくりまでの一体的な展開 

 

(3)地域福祉を推進する活動への支援 

①地域活動に関わるきっかけづくり 

    「学生」をターゲットに、若い世代の活動参加に向けての実態調査  

 例）学校の教員への聞き取り、生徒会訪問、他市の取り組み視察 

②地域団体の活性化 

彩都の丘学園地区福祉会の立ち上げ及び運営の支援 

 

２．組織基盤の強化 中期経営計画の推進 

(1)人材確保と育成体制の整備 

①採用競争力の向上  

    賃金上昇に対応した待遇改善、仕事の魅力発信 

      ②育成の基盤である日々の職場での OJT体制の強化 

    各部署での OJT担当の設置 

 

(2)事業・組織の強化 

  プロジェクトチームによる取り組みの推進 

①広報力の強化 

    問題提起型の発信への転換、SNSの有用活用 

   ②DX 化による業務変革 

     システム化や業務工程等の見直しにより非効率な業務の改善を進める。 

 

 



 

 

(3)財政基盤の安定 

   ①介護サービス事業の収益改善 

    ヘルパーステーション再建プランの作成 

②保有資産の有効活用 

    基金、繰越金を活用した体制の立て直し 

③自主財源の確保 

活用方法の周知による新たな寄附者の開拓 

 

(4)本部事業への繰入金の確保 

繰入金  8,737千円（前年比▲5,963 千円） 

① 居宅介護支援事業所 

目標値 要介護 要支援 繰入額 

R7 168件/月 40件/月 3,666 千円 

R6 162件/月 35件/月 4,000 千円 

差引 6件/月 5件/月 ▲334 千円 

    ※人員の増員 5名 ⇒ 6 名へ 

 

② 訪問介護事業所 

目標値 介護保険 総合事業 障害総合 繰入額 

R7 950回/月 150回/月 722回/月 3,908 千円 

R6 1,300 回/月 160回/月 858回/月 9,800 千円 

差引 ▲350 回/月 ▲10回/月 ▲136 回/月 ▲5,892千円 

※障害総合（障害居宅、重度訪問介護、同行援護、移動支援の４事業） 

 体制に応じた派遣数への見直しに伴う繰入減（▲5,892 千円） 

 

③ 稲デイサービス 

目標値 介護保険 総合事業 繰入額 

R7 6,200 人 19.9人/日 1,800 人 5.8人/日 1,163 千円 

R6 6,350 人 20.5人/日 1,900 人 6.2人/日 900千円 

差引 ▲150 人 ▲0.6 人/日 ▲100 人 ▲0.4 人/日 263千円 

 

④ 介護老人保健施設 

目標値 入所・短期 通所 訪問リハ 分担金額 

R7 91人/日 27人/日 2.5人/日 3,000 千円 

R6 91人/日 27人/日 2.5人/日 3,000 千円 

差引 0人/日 0人/日 0人/日 0円 

     ※R6から収益に関わらず負担する費用として繰入金から分担金へ変更 

  


